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116o句 1110年 11`0年 |アイ0年 200つ 奪

← A・ 一一づ
―
F→     C

人の日寺貰月〉 41,ヶ今から|イ η3年 まヱいの問

日本は毎平均 10/ボi履 の6高良ネ■,考 か長 )tるた'ナた、
しめヽし 14η 3句 |ミ たここぅた (石〕由たデ影)に よ)て 高度が 寿が■そ
tミ 終 ゎった 。

罐颯雛(Bの B寺 翔 〉る 〕由たな要〉)ス降
日本 11組 その合■里イLや り碧‐わレず―イヒtと め tlち 早く不 天 終

粂 りtη り午促万ゞ』]と が 寺勢 t抱 えた

そしてイ翌上た43獨aや ミ生量嶺 ,ミ かゎィ 色飢車マ電気ブド茶り弓ξLガ とヽの申缶贅

ハヽの歌`、メ資易黒′ケハ、ぅヽ名λた。 し↑じ(アスクカ)と のFれ に
C隻易ル嗜 )六 杜じた´

｀ 鰈 〈 Cの 崎 輿 〉 M PD年 有 少丈降

1象機 |ミ よぅマネ休マ士タセのイ値段 執` 髪ゎ.ち てガる(,ギ lレ 論 )
かヽ ■にっすt。 この
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覧気 |ょ (|ザ′レ経デト
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1441年 に愉 )● し」トニっ

この峙如 1ま りに行ヤ 企 業 のね |た 介相 ホロだため.日 本 |ょ 短 寿

、ヽ

やれへのしくみの見直ヒ(浅遊 教準りをせまら仏巧■)に な,た 。


